
梅
雨
も
明
け
、
毎
日
暑
い
日
が
続
き

ま
す
ね
。
私
も
つ
い
ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
外
に
出
て
汗
を
か
い
て
も

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
一
歩
建
物

の
中
に
入
る
と
サ
ァ
ー
っ
と
汗
が
引
い
て

気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
実
は
こ
れ
が
一

番
困
り
物
な
ん
で
す
よ
ね
。
夏
の
ほ
う
が

身
体
を
冷
や
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。
夜
に

な
る
と
足
が
む
く
ん
だ
り
、
痛
く
な
っ
た

り
、
こ
む
ら
返
り
が
お
き
た
り
と
そ
ん
な

経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
は
一
日
お
店
に

い
る
と
夕
方
に
は
ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら
足
の

指
に
か
け
て
ジ
ン
ジ
ン
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
な
の
で
夏
な
の
に
ソ
ッ
ク
ス
に
ス
ニ
ー

カ
ー
で
足
を
出
さ
ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
、
た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
ハ
ー
ブ

足
浴
で
身
体
を
温
め
て
足
を
い
た
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

材
料
】
熱
湯

５
０
０
～
７
０
０
㏄

ハ
ー
ブ

２
つ
か
み
位(

約
２
０
ｇ
位)

ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
西
洋
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル

(E/O)

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

３
～
５
滴

バ
ケ
ツ
か
足
が
入
る
位
の
容
器

１
個

【
足
浴
液
の
作
り
方
】

①
目
的
に
合
っ
た
ハ
ー
ブ
を
適
量
ミ
ル
サ
ー

(

粉
砕)

し
て
容
器
に
入
れ
、
沸
騰
し
た
熱

湯
を
５
０
０
㏄
～
７
０
０
㏄
加
え
る

②
精
油
成
分
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
５
分
間

ふ
た
を
し
て
ハ
ー
ブ
の
有
効
成
分
を
抽
出

す
る

③
ぬ
る
ま
湯
で
量(

く
る
ぶ
し
が
浸
か
る

く
ら
い)

と
温
度
（
３
４
～
４
０
℃
位
）

を
調
節
す
る(

冷
水
を
加
え
る
と
ハ
ー
ブ

の
抽
出
が
そ
こ
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
ぬ

る
ま
湯
で
）

④
オ
イ
ル
を
入
れ
て
１
０
分
～
１
５
分
両

足
を
浸
す
今
回
の
足
浴
ハ
ー
ブ

ラ
ベ
ン
ダ
ー･

･
･

血
行
促
進
を
し
て
く
れ

ま
す
。
自
律
神
経
・
肝
臓
・
ア
レ
ル
ギ
ー

・
呼
吸
器
系
に
よ
い
で
す
。

西
洋
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ･･

冷
え
症
に
よ
く
夏

く
る
い
が
ち
な
自
律
神
経
を
調
整
し
て
く

れ
ま
す
。

今
回
の
足
浴
オ
イ
ル

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー･

･
･

下
半
身
疲
労
や
疲
労

回
復
、
神
経
過
労
に
よ
く
、
血
行
促
進

８
月
26
日
（
日
曜
）
27
日
（
月
曜
）
午
後

２
～
３
時
ハ
ー
ブ
教
室
開
催
し
ま
す
。
会

費
１
５
０
０
円
要
予
約
。
ラ
ボ
ン
ヌ
オ
カ

モ
ト
店
内
に
て
。

℡
３
８
０
１
ー
４
７
２
５

亜矢の
ハーブ
一口メモ

八
月
四
日
30
余
名
が
三
ノ
輪
駅
に
集
合
し

て
上
野
戦
争
で
彰
義
隊
が
官
軍
「
政
府
軍
」

に
破
れ
、
上
野
の
山
か
ら
南
千
住
へ
敗
走
し

て
大
橋
を
渡
り
、
千
住
北
へ
逃
げ
た
経
路
を

た
ど
り
戦
争
の
悲
惨
な
こ
と
な
ど
話
合
い
ま

し
た
。
江
戸
幕
府
の
支
配
か
ら
明
治
政
府
へ

と
移
り
変
わ
る
慶
応
四
年
（
1868
年
）
の
前
後

は
徳
川
幕
府
250

年
の
平
和
な

時
代
を
打
ち
破
る
戦
い
が
各

地
で
起
き
ま
し
た
。
天
狗
党

の
乱
（
元
治
一
年
1864

年
）
・

「
水
戸
」
と
第
一
次
長
州
征

伐
（
慶
応
一
年
1865

年
）
・
第

二
次
長
州
征
伐
（
慶
応
四
年

1868

年
）
・
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

が
明
治
元
年
１
月
３
日
に
始

ま
り
ま
し
た
。
以
後
、
戊
辰
の
役
「
戊
辰
戦

ぼ

し

ん

え
き

争
」
と
言
う
仙
台
米
沢
藩
の
奥
州
列
藩
同
盟

と
会
津
長
岡
藩
の
奥
州
越
列
藩
同
盟
と
の
戦

い
は
９
月
に
会
津
の
落
城
降
伏
で
終
わ
り
を

告
げ
ま
し
た
。
旧
幕
府
海
軍
を
中
心
と
す
る

一
部
が
船
で
函
館
へ
移
行
し
五
稜
郭
で
榎
本

武
揚
、
土
方
歳
三
な
ど
で
官
軍
と
戦
い
ま
し

た
が
、
明
治
２
年
（
1869
）
５
月
18
日
降
伏
。

佐
賀
の
乱
「
佐
賀
」
（
明
治
７
年
）
・
神
風

連
の
乱
「
熊
本
」
・
秋
月
の
乱
「
福
岡
」
・

荻
の
乱
「
山
口
」
・
西
南
戦
争
「
鹿
児
島
」

（
明
治
10
年
）
と
国
内
の
戦
争
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
国
外
の
戦
争
と
な
り
日
清

戦
争
（
明
治
27
～
28
年
1894
～
1895
）
・
日
露
戦

争
（
明
治
37
年
1904

）
・
第
一
次
世
界
大
戦

（
大
正
３
年
1914
）
・
第
二
次
世
界
大
戦
（
昭

和
16
年
1941
～
昭
和
20
年
1945
）
の
敗
戦
で
終
わ

り
ま
し
た
。

だ
ら
だ
ら
と
書
き
ま
し
た
が
、
明
治
維
新

前
後
の
日
本
人
同
士
の
殺
し
合
う
戦
い
か
ら

外
国
人
と
殺
し
合
う
戦
い
へ
と
変
わ
っ
て
行
っ

た
事
が
判
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
戦
い
が
起
こ
っ
た

の
か
背
景
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

ラ
ジ
オ
局
が
繁
華
街
で
人
々
に
「
今
日
８
月

６
日
は
ど
の
よ
う
な
日
か
思
い
当
た
る
こ
と

は
？
」
と
聞
き
ま
し
た
が
、
「
原
爆
が
広
島

に
投
下
さ
れ
た
日
」
と
の
答
え
は
ゼ
ロ
に
近

い
も
の
で
し
た
。
８
月
９
日
は
「
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
日
」
８
月
15
日
は
「
敗
戦

の
日
」
、
東
京
は
暑
い
日
で
し
た
。

敗
戦
後
62
年
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
時
が

過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
歴
史
を
学
習
し
て

過
去
を
勉
強
し
、
戦
争
と
い
う
人
と
人
が
殺

し
合
う
悲
し
い
出
来
事
の
原
因
を
考
え
て
い

た
だ
き
国
の
行
く
末
を
見
極
め
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。
今
、
住
ん
で
い
る
土
地
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
町
を
愛
し
、
人
々

と
共
生
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

仙
成
こ
と
杉
山
六
郎

「
平
和
ボ
ケ
」
と

「
ぜ
い
た
く
ボ
ケ
」

☆六郎が語る
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